
 

 

 

 

 

 

■ 竹内洋氏×佐藤優氏 鬼才と碩学が縦横無尽に語り合う！ ■ 

公開対談「これからの大学を考える」を開催 
～ 『大学の問題 問題の大学』では語りつくせない、高等教育をめぐる問題 ～ 

【日 時】 1月 14日（火）18：30～20：30  【場 所】 関西大学東京センター（東京都千代田区） 

関西大学東京センターでは、入学定員厳格化、入試改革など昨今の大学をめぐる問題をテーマとした対談

「これからの大学を考える」を、1月 14日（火）18：30から開催します。 

 

 

少子化、入学定員厳格化、高等教育無償化、就職活動の早期化など大学が抱える問題は複雑化しています。

また、文部科学省が大学入学共通テストへの英語民間試験の活用や国語と数学における記述式問題導入の  

延期を発表するなど、高等教育をめぐる状況は刻一刻と変化しています。 

本イベントでは『大学の問題 問題の大学』（2019年 10月、時事通信社）の刊行を記念し、教育社会学・

歴史社会学者である竹内洋東京センター長が、作家で元外務省主任分析官の佐藤優氏を迎え、昨今の大学を 

めぐる問題について語りつくします。大学で何を学ぶのか、教員が何を教え、学生はそこで何を学ぶのか、  

そもそも、なぜ大学が必要なのか、次世代の大学のあり方とは―――さまざまな角度から縦横無尽に話を展開

していきます。 

つきましては、ご多忙の折恐縮ですが、周知・取材のご検討をよろしくお願い申し上げます。 

  ＜公開対談「これからの大学を考える」の概要＞ 

 【日 時】 1月 14 日（火）18：30～20：30 
 【場 所】 関西大学東京センター（東京都千代田区丸の内 1-7-12 サピアタワー9 階） 

【主 催】 関西大学東京センター   
【後 援】 時事通信出版局    ※入場無料、要事前申込 
【対談者プロフィール】 
  竹内 洋（京都大学名誉教授、関西大学名誉教授、関西大学東京センター長） 

1942 年生まれ。京都大学教育学部卒業、同大学院博士課程退学。関西大学社会学部専任講

師、助教授、教授を経て、京都大学教育学部・同大学院教授、同学部長、研究科長、評議員を

歴任。2005 年京都大学定年後、関西大学に再任。2012 年より関西大学東京センター長 。博

士（教育学）。 
 
  佐藤 優（作家・元外務省主任分析官・ 

同志社大学神学部客員教授（学長特別顧問、東京担当）） 
1960 年東京都生まれ。大宮市（当時）で高校卒業まで育つ。埼玉県立浦和高校卒業後、同志

社大学神学部に進学。同大学院神学研究科修了。在学中は組織神学、無神論を学ぶ。在英国

日本国大使館、在ロシア連邦日本国大使館に勤務した後、本省国際情報局主任分析官（課長

補佐級）。外交官としての勤務の傍ら、モスクワ大学哲学部や東京大学教養学部非常勤講師も

務めた。 

以 上   

※取材をご希望の方は、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 

この件に関するお問い合わせ先 

関西大学 総合企画室 広報課  担当：浦田、寺崎 

〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 Tel.06-6368-1507  Fax.06-6368-1266 

www.kansai-u.ac.jp 
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・作家であり、元外務省主任分析官の佐藤優氏を迎えた公開対談 
・入試改革、就活問題などを絡め、大学のあり方やこれからの教育について広く議論 
・竹内洋東京センター長と佐藤優氏の共著『大学の問題 問題の大学』刊行記念イベント 
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